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１
細
目
Ｊ
酬
詞
刺
割
剥
副
諏
功
’
’
１
１

Ｖ
祁
加
迄

１
６
１
１

４
年
ほ
ど
前
の
哩
月
頃
、
「
野
外
展
を
し
た
い
」

「
ど
こ
で
？
」
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」

「
い
つ
？
」
「
毎
年
、
同
時
期
に
」
「
費
用
は
？
」

「
な
い
。
し
か
し
多
く
の
人
に
現
代
美
術
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
。
こ
の
よ
う
に
少
年
の
よ
う
な
瞳

の
輝
き
に
つ
ら
れ
て
集
ま
っ
て
出
来
た
の
が
「
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
言
。
亀
チ
ー
ム
」
で
す
．

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
し
て
い
る
分
野
は

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
ま
す
が
、
現
代
美
術
が
好
き

で
、
好
奇
心
と
ロ
マ
ン
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
こ
と

は
共
通
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
展
覧
会
の
タ
イ
ト

ル
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
冒
胃
目
。
ｚ
弓
○
周
雪

崖
局
嗣
匡
国
を
そ
の
ま
ま
会
の
名
称
に
し
、
そ

こ
に
は
常
に
新
し
い
も
の
を
造
り
出
し
て
い
く
と

い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
色
々
な
所
で
、
色
々
な
形
の
現
代
美

術
展
を
仕
掛
け
て
い
く
の
が
チ
ー
ム
の
仕
事
で

す
。
仕
掛
人
た
ち
は
多
忙
な
人
た
ち
な
の
で
、
な

か
な
か
一
同
に
集
ま
っ
て
話
し
合
う
機
会
が
な
い

の
で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い

な
が
ら
企
凹
を
進
め
て
い
ま
す
。
展
覧
会
の
企
画

が
毎
回
新
し
い
展
開
を
し
て
い
る
の
は
そ
れ
は
仕

掛
人
た
ち
の
仕
業
で
す
。

現
代
美
術
展
を
支
え
て
い
る
の
は
表
郷
台
に
立

っ
て
い
る
出
品
作
家
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
ス
タ
ッ
フ
以
外
の
多
く
の
助
っ
人
に
依
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
仕
掛
人
は
本

誌
限
り
で
決
し
て
表
に
出
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

ど
こ
か
で
現
代
美
術
展
の
噂
が
流
れ
た
ら
、
そ

れ
は
た
ぶ
ん
枠
掛
人
の
仕
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．

■
連
絡
先
み
よ
し
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
宮
崎
み
よ
し
事
務
局
神
戸
市
北
区
鈴

蘭
台
北
町
９
丁
目
ね
・
４
中
西
総
合
ガ
ー
デ
ン
ビ
ル

電
話
０
７
８
（
５
９
１
）
５
９
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
（
５
９
１
）
５
９
１
０
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画■ｇ
凸

や

●●
これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です
1 0 月号目次●1 9 9 6 - 4 2 5
表紙／「コートを賀た人形」小磯良平（神戸市立小磯記念美術館蔵）
セカンドカバー／女のいる風景石阪春生
目次C G ／高浬圭多

冒神戸１００年映画特集
２７私の意見／「映画はもう一つの学校」中村茂隆
３o 浅井信雄対談シリーズ
「神戸’００年映画祭で文化的復興を」ゲスト＝高野悦子

３８「震災体験を正の遺産に」因幡新平
イベントガイド

３９チケットプレゼント＆会場マップ
回神戸ファッションフェスティバル特集
４２インタビュー／「ヌーベル神戸をテーマに活気を」田崎俊作

己■ ~ q

塵

Ｉ

』

且

‐■１

１２神戸っ子’９６／寺門孝之石原暁美
１４神戸のお嬢さん
１６ある集い／「六甲アイランドＷＦＡＤチーム」
１９コウベスナップ／「オリツクス・ブルーウェーブＶ２」
２５ポエム．ド・コウベ／「秋の歌」由良佐知子絵＝石阪春生
２８連載エッセイ／酔眼流旅日記⑦｢ 横須賀線の賛沢」

村松友視絵＝瀧本唯人
３６地域文化論／「演劇の新開地」米花稔
５o もうさんのひょうこウオーク／「ふれあいフェスティバル．９６」
５２トアロードまちづくり／「中山岩太写真展より」呉宏明
５５ＫＯＢＥまちづくり／「よみがえる旧居留地」
５６対談／「タカラヅカと空間」／酒井澄夫朝倉摂
７O 亀井一成のズームインＺＯＯ／「まんだらお尻のコアラちゃん」
７６神戸を福祉の街に／「おとしよりにやさしい住まいとは」橋本明
７８有馬歳時記／女将訪問「池之坊満月城・久武孝子さん」
８０世界のこんな美術館／「ヴイーゲラン美術館」伊藤誠
８２イベント情報＆プレゼント／「もだかる」
８４シネマ試写室／「ケロッグ博士」淀川長治
８６神戸百店会だより
８８ぴっと・いん
９０ポケットジャーナル
９４るぽえつせい／「ＡＭ神戸新社屋」三条杜夫
９８連載小説／「ブルー・ランデヴー」①木村光理絵＝森淳達夫
1 0 1 神戸っ子倶楽部／「まり遥コンサートご招待」
1 1 4 海船港／「第1 0 回メリケン地蔵盆」かどもとみのる
1 1 6 北野マップ／「北野のジヤズメンたち」
1 1 8 美の扉／「光の秋」榎本靖子

カメラ／米田定減・池田年夫・松原卓也・森田篤志・森田純三・米田英男

がＵ
鰯

－
１

『
画

Ｌ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一

し三二％

里＝声

Ｆ
Ｉ

S ＰＥＣＩＡＬＡＤＶＥＲＴＩＳＩＮＧＳＥＣＴｌＯＮ１９９６

住
宅
。
都
市
整
備
公
団
震
災
復
興
事
業
本
部

街
と
住
ま
い
の

早
期
復
興
に
む
け
て

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
神
戸
復
興
へ
の
一
提
案
●

目垂邑

＞一＝二三～ “と

:へ、鶴一=雪塞一一一
｡鱈妻･･…j-~..

一＝

１
８
１
１

住
都
公
団
で
は
、
被
災
地
域
の
早
期
復
興
を
目

指
し
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
地
元
の

皆
さ
ん
と
手
を
携
え
な
が
ら
①
復
興
住
宅
を
中
心

と
し
た
住
宅
の
建
設
②
市
街
地
再
開
発
事
業
③

土
地
区
画
整
理
事
業
の
三
つ
の
柱
を
中
心
に
、
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
促
進
、
共
同
・
協
調
建
替
え

や
被
災
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
支
援
な
ど
さ

口住宅・都市整備公団舞災復興画業本部神戸市中央区東川崎町１－５－１５T E L ､ 0 7 8 - 3 6 2 - 8 1 0 4

言ジン白

窪

言

望」全一 爵曇〆

咽一．
路、｡

東部新都心日出町地区の完成予想図

特
に
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ひ
ょ
う
ご
住
宅
復
興

三
カ
年
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成

九
年
度
の
三
カ
年
間
で
公
団
は
一
万
八
千
戸
を
建

設
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
う
ち
神
戸
市
で
は
一
万

二
千
九
百
戸
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
震
災
復
興
の
最
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る

東
部
新
都
心
地
区
の
臨
海
部
（
七
十
五
地
）
で
、

神
戸
市
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
の
業
務
を
受
託

し
て
基
盤
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
で

公
団
は
、
従
前
居
住
者
用
公
団
賃
貸
住
宅
と
県
・

市
か
ら
要
請
を
受
け
て
災
害
公
営
住
宅
な
ど
合
計

約
四
千
百
戸
の
全
て
の
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
、
Ｊ
Ｒ
住
吉
駅
東
地

区
で
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
組

合
施
行
の
新
開
地
六
丁
目
東
地
区
の
市
街
地
再
開

発
事
業
へ
の
参
画
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
霞
災
被
害
の
大
き
か
っ
た
密
集
市

街
地
の
共
同
建
替
え
事
業
と
し
て
、
長
田
区
内
の

大
道
御
船
通
地
区
ほ
か
二
地
区
で
住
宅
を
再
建
し

て
い
ま
す
。

公
団
で
は
、
震
災
か
ら
の
単
な
る
復
興
で
は
な

く
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
安
全
で
、
快
適
な
街
と

住
ま
い
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
震
災
復
興
関
連
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ざ
ま
な
震
災
復
興
関
連
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
わ
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１－一一一
ガッツポーズ！イチローいわく「2 2 年の生涯で初めて」

写真提供
デイリースポーッ

望署T１国鰐e、’

｢ やった－！」優勝の瞬間、ハーバーランドで

ｵﾘｯｸｽ･ブﾙｰｳｪｰブV巳
D r e a m T o g e t h e r がんばろう神戸

_桝弔ﾕ 鐸率恥 ＃一．識

いい湯（？）だな、ハハハン。
祝賀パーティーで

＜ ＫＯＢＥスナ

９月2 3 日、地元・神戸で仰木監督が初めて宙に舞った

ツプ
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ＫＯＢＥＳＡＮＮＯＭＩＹＡＴＯＲＲＯＡＤ

趣味とおしゃれの店クイン靴店

まちの周辺の景観と調和しながら個
性を光らせ、地域の景観をリードする
など景観形成に大きく貢献した建築物

張りとし、ショーウインドー化するこ
とにより、ガード下の通りを明るく開
放的に演出しているとして、クイン靴
店が「特別賞」を受賞しました。

一ーＦ一－ ~

OBESAilNOMlYATOA-ROAD

クイン本店神戸市中央区北長狭通2丁目3 0 - 6 9 T E L O 7 8 - 3 9 1 - 2 5 1 1
- ユークイン神戸市中央区北長狭通2丁目3 0 - 6 8 T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 5 1 0
紳士クイン神戸市中央区北長狭通2丁目3 0 - 6 9 T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 5 1 0

〃e巴/'し_～

第1 0 . 1 1 回神戸景観･ ポイント賞特別賞受賞

一

一
一 画

I 蕊蕊§塞墨琴聖達畠竺

受賞の挨拶
このたび景観・ポイント賀特別賞をい

ただき大変光栄に思っております。これ
からも神戸の風景に少しでも明るさをも
たらすことがで誉るようスタッフ一同が
んばりますので、皆様のご支援を賜わり
ますようお願い１１】し上げます。

クイン靴店スタッブ・同

灘
巷ｌ宗璽挿画王r 青く､ . 〃. ベーーー

ＰーＰ奇＝寂張子症弄

準

ﾖビ
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｢ ５時4 6 分、時を止めて」を熱唱する上月晃さんあいさつする三輪神戸市立博物館副館長

Ｉ５１ＪソＩ０

､』

口華アカデミー学院・未生流玉光神戸市中央区三ノ宮1 - 6 - 1 8 エイツ８ＦT E L ､ 0 7 8 - 7 3 2 - 4 0 1 4 （石田智恵子）

鶴A希
谷
村
晃
甫
そ
の
花
の
世
界

「
復
興
、
命
あ
る
か
ぎ
り
」

日
本
橋
三
越
本
店
で
開
催

ゆりかご会のコーラスが流れるなか、花を活ける谷村晃甫さん（中央）華やいだ日本橋三越本店１階中央ホール

神
戸
市
立
博
物
館
に
維
帳
を
寄
贈

三～
＝

詞ダ？

／神戸復興垂

'１

厘一U ' 吊里’

、フラワーチヤリ鼻､Ｘｆ

Ｅ匙

=霊１

陛皇

花
人
と
し
て
の
出
発
の
地
、
神
戸

谷
村
晃
甫

〈
＋
至
流
玉
光
家
元
・
華
ア
カ
デ
ミ
‐
学
院
長
〉

こ
の
度
、
九
月
十
四
ｎ
か
ら
卜
六
日
ま
で
の

三
Ⅱ
間
、
東
京
・
日
本
橘
三
越
本
店
の
一
階
中

央
ホ
ー
ル
・
天
女
の
間
で
、
花
人
・
谷
村
晃
甫

ｌ
そ
の
花
の
世
界
ｌ
を
大
勢
の
人
々
に
ご
披
露

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
阪
神
大
震
災
へ

の
鎮
魂
に
と
心
に
決
め
、
フ
ラ
ワ
ー
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー
「
復
興
、
命
あ
る
か
ぎ
り
」
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き

た
神
戸
市
立
博
物
館
地
下
ホ
ー
ル
の
震
災
で
破

損
し
た
鍛
帳
と
備
品
の
一
部
を
寄
贈
で
き
た
こ

と
は
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

神
戸
は
、
花
人
と
し
て
の
私
の
出
発
の
地
で

す
。
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
を
育
て

て
く
だ
さ
っ
た
神
戸
へ
の
ご
恩
返
し
が
少
し
は

で
き
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
Ｉ
に
は
、
五
万
人

ほ
ど
の
み
な
さ
ま
か
ら
多
大
な
お
力
添
え
を
賜
り

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
初
日
は
音
羽
ゆ
り
か
ご
会
の
か

わ
い
い
お
嬢
さ
ん
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
。
二
Ｈ
ｕ

は
神
崎
愛
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
。
最
終
日
は
上
月

晃
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
、
連
日
、
私
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
守
り
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

殊
に
上
月
さ
ん
の
ラ
ス
ト
ソ
ン
グ
「
５
時
妬

分
、
時
を
止
め
て
」
の
熱
昭
は
、
関
係
者
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
場
に
つ
め
か
け
て
く
だ
さ

っ
た
人
々
の
心
を
揺
り
動
か
し
、
大
き
な
感
銘

を
胸
に
刻
み
つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
神
戸

の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

鍵圃
爵霊

野

－…軸陥鍾蕊村晃討浮輩《
＝－．□ ｡

醤ツ

劉騨
-畠

雷
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★婦人帽子

､ＱＱｗＬｘ･$吋雨、
マキシン

神戸市l l l 央区北長挟通2丁目6 - 1 3 古3 3 1 - 6 7 1 1
（トアロード）

全国有名宵貨店姉人幅子売期

K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。 ノ

カメラ・米田定蔵

ゴールドをイメージしたゴージャスなブテ
ィックオームラボルボ店。金脈の中のディ
スプレイもお楽しみください。

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルブテイック

シルバーをイメージしたブテイックオー
ムラビアンコ・ドンナ店。カジュアル
ヤングミセスに人気です。

ＩＷｉ市中央Ⅸ元町辿3 - 2 - 1 8
ポルポ店冠0 7 8 ( 3 9 1 ) 0 0 Ｍ
ピアンコ・ドンナルＩｆ公0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 6 0 1

ブティックサロンポルボが場所も変わり、装いも新たにブティックオ
ームラ本店として神戸・広川にリフレッシュオープンしました
エレガントな装いからカジュアルまで、満足いただける商品を揃えて、
侍様のお越しをお待ちしています ☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店

〒6 5 O 神戸市中央区元町通3 - 2 - 1 8
プﾃ ｨ ｯ ｸ オームラ
ボルポ店T E L , 0 7 8 ( 3 9 1 ) 0 0 1 4
ビァンコ・ドンナ店T E L ､ 0 7 8 ( 3 9 1 ) 4 6 0 1

雲説話霊ﾆ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ 室 神戸市中央区元町述３｣ ~ ｍ－ｌ７冠3 3 4 →2 2 5 0

"

Sanche

麓LIZA

★よろず御槻衣縫上虚

神戸三ﾉ ｬ ﾘ
神戸市中央区晶謝町3 1 ~ 1 1 1 - 6 き3 3 1 - 2 1 6 8

二三一全

Ｂ
ｉ
８
ｎ
０
０
Ｄ
０
ｎ
ｎ
８

一
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ヨ■ロ
ざら

〒7 0 9 - 0 8 岡山県赤磐郡瀬戸町観音寺7 2 1
TEL.(08695)2-3121

リ 平成9 年度学生募集要項
一
二が

顔
ャ

友
笑
キ

総合生活学科
食物栄養学科
初等教育学科

文学部5 5 0 名
家政学部2 0 0 名

35 0名
200名
８０名

！

隠

◎資格その他
教員免許状( 幼２．小２．中２) 栄養士免許証
〒6 5 0 神戸市中央灰券具中町４－７－２
TEL.(078)303-4700

＊推薦選考調査書・小論文・面接

当

◎資格その他
教育免許状（幼１．小１．中１・高１）
栄養士免許証・管理栄養士１次試験免除
社会福祉士受験資格
〒6 5 4 神戸市須磨区東須磨青山２－１
TEL.(078)731←4416

既
齢
淵

守
宮

* 推薦選考調査書・面接・小論文

㎡

弓圃罵| 恥圃Ｍ誠脹

神戸女子大学瀬戸短期大学

jｒ
受験
料目

( 全学科）

③英酷【‘｜
③阿豊Ｉ，
鰍〈】．Ⅱ，

'6蚊除《）
｛鯵1８．

､ 鰐. 難事･ 鴎の唾
2 錨：Ｂの中から･ 引指遺捌

神戸女子短期大学

入試

推醜

一般Ａ

・殻Ｂ

出願期間
1028(月)～１１５(火）

1.20(月)～131(会）

2. 1 7 ,月〕～225 1火）

試験日

１１９(土)全学科
2.8<土>文学.史学

＃+今騨卜
2 . 9 （日）教育･麺

瀞罫養

9 . 3 幅〉全学科

神戸女子大学

入試

稚繭

・・殻Ａ

股Ｂ

出頚1 M 儲
10.28（月）忌帳.5(火）

1.20（月）～1.31(全】

2117（月）～2.25【火）

試験日
1 1 . 1 0 ( 日：全学科
2 . 1 0（月）振識育

食輔栄費
2 . 1 1（火）誌謎括

3 ‘4 （月）全学科

皇湊科名
]畔1 4．祉会罵蝉瀞

史学科

教育学科
軍政学科
管理栄養士

・・殻裁験科目
①尭息Ｉ。Ⅱ④壷：. 1 1 振文除く、
ｅ尭即’1 １
⑨睡島１．１１（諏職〈｝･ 日較Ｂ
世界史Bの１号;から：１幅遺配

⑨芙患Ｉ。Ⅱ
⑫国語・Ｉ曜蛾く. 、鉾．唯単，
唖のA蝦除く)，】1.煙18.4ｔ学ＩＢ
錨ｉＢから畷目識
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'１Q ｑｌ４

コ
ン
コ
ン
コ
ン
コ
ン

み
あ
げ
た
屋
根
の
う
え

青
い
空
を
背
に

屋
根
瓦
を
葺
い
て
い
る
人
が
い
る

足
を
踏
ん
張
っ
て

槌
で
瓦
を
叩
き
な
が
ら

大
空
に
た
っ
た
ひ
と
り

秋
の
歌

由
良
佐
知
子

■
ポ
エ
ム
ド
コ
ウ
ベ
〈
如
月
〉

や
が
て
夕
闇

誰
も
い
な
く
な
っ
た
屋
根
の
う
え
か
ら

コ
ン
コ
ン
コ
ン
コ
ン

秋
が
だ
ん
だ
ん
透
け
て
ゆ
く

絵
／
石
阪
春

、'蝋

弧

ﾛ

ノリ Ｉ

Ｉ

Ｗ“:“

Q ｑｌ４

(師Ｔ

少

〆一、

１
２５

１

'１

職､、二
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）ZﾐZr〃C二2z弓舟?β
ベアケーキ

お喜びを伝えるお二人のシルエット
ペアスタイルの贈りもの

Ａセット
Ｂセット
Ｃセット
Ｄセット
Ｅセット
Ｆセット

クラウンケーキ＆バウムクーヘン
クラウンケーキ＆クッキー
クラウンケーキ＆アーモンドケーキ
バウムクーヘン＆クッキー
バウムクーヘン＆アーモンドケーキ
クツキ－＆アーモンドケーキ

愈禦刀畝弱エリト
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府２－１－２

ブライダルギフト〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9
事業部・大阪T E L O 6 - 6 9 7 - 9 4 3 5 F A X O 6 - 6 9 7 - 4 1 8 8

△ 佐
産
本
科

SＡＭＯＴＯＣＬＩＮＩＣ

ママといっしょに
鍵蕊

噴鯵隅騒蕊 愚繍識溌

職
。＃難霧

認

赤ちゃん：小島卓人くん(平成7年'１月5日生まれ）
パパ：学さんママ：貴代さん

「祖父の名を一宇もらい卓人と命名しました。
人に催しく元気な男の子に育ってください｡ 」

字．

:勝彦蕊

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通4 1 - 1 5
T E L : 0 7 8 - 5 7 5 - 1 0 2 4 (病室T E L : 0 7 8 - 5 7 7 - 7 0 3 4）

市バス上沢４１亭南スグ
●駐車場完備● 閏３
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鴬 口
私
の
意
見

中
村
茂
隆

〈
癖
訓
霊
詫
錘
塾
識
露
昌
熔
唖
霊
行
委
員
長
〉

映
画
は
も
う
一
つ
の
学
校

順00年映鴎

十
一
月
い
っ
ぱ
い
、
神
戸
で
は
「
神
戸
１
０
０
年
映
画
祭
」
が

催
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
神
戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
映
画
祭
」
、
神
戸
海
洋
博
物
館
を
中
心
と
し
た

「
ア
ジ
ア
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ァ
」
、
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
シ
ア
タ
ー
を
中
心
と
し

た
「
淀
川
長
治
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
型
な
ど
で
、
連
日
名
画
が
上
映

さ
れ
る
他
、
国
の
内
外
か
ら
第
一
線
の
映
画
作
家
た
ち
が
集
ま
り
、

国
際
的
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

私
が
関
わ
っ
た
「
淀
川
長
治
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
別
」
で
は
、
六
月

い
っ
ぱ
い
一
般
の
観
客
か
ら
九
千
通
に
及
ぶ
投
票
が
寄
せ
ら
れ

（
世
代
的
に
は
二
、
三
十
代
を
ピ
ー
ク
に
十
代
か
ら
九
十
才
代
ま

で
）
、
そ
こ
か
ら
得
票
数
順
に
百
位
ま
で
選
び
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

淀
川
長
治
さ
ん
に
二
○
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

「
ア
ジ
ア
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ア
」
で
は
、
今
世
界
の
映
画
界
で
熱

い
視
線
を
浴
び
て
い
る
ア
ジ
ア
各
国
の
最
新
話
題
作
が
目
白
押
し

に
登
場
す
る
。

昨
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
私
達
は
人
間
同
士
の
い
た

わ
り
と
励
ま
し
、
人
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
す

必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
思
い
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
映

画
祭
」
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

私
は
映
画
好
ざ
の
父
親
の
影
響
で
、
五
○
年
以
上
前
、
戦
争
末

期
の
小
学
生
時
代
か
ら
映
画
を
観
は
じ
め
、
高
校
時
代
は
そ
の
魔

力
に
と
り
つ
か
れ
、
映
画
監
督
を
志
し
た
時
期
も
あ
り
、
そ
れ
以

後
も
一
人
の
フ
ァ
ン
と
し
て
映
画
を
観
つ
づ
け
て
い
る
。

映
画
は
私
に
と
っ
て
「
も
う
一
つ
の
学
校
」
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
学
校
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
は
な
く
、
自
分
の
力
で

様
々
な
発
見
を
し
、
感
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
。
未
知
の
世
界
、

社
会
の
仕
組
み
、
様
々
な
民
族
の
習
慣
や
文
化
の
違
い
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
登
場
人
物
が
フ
と
見
せ
る
表
情
か
ら
、
そ
の
思
い
の
す

べ
て
が
瞬
間
に
し
て
理
解
で
き
る
と
い
う
不
思
議
さ
な
ど
、
実
に

お
び
た
だ
し
い
ほ
ど
の
も
の
を
映
画
か
ら
学
ん
で
き
た
。
そ
れ
ら

は
今
、
作
曲
と
い
う
私
の
表
現
活
動
の
中
で
十
二
分
に
活
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
折
り
に
ふ
れ
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
映
画
の
来
し
方
を
ふ
り
か
え
り
、
そ

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ｌ
”
Ｉ
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臼

か
つ
て
、
東
京
の
出
版
社
に
つ
と
め
、
文
芸
雑
誌
の
編
集

者
や
文
芸
出
版
の
担
当
者
に
な
っ
た
者
に
と
っ
て
、
横
須
賀

線
に
乗
っ
て
鎌
倉
文
土
を
た
ず
ね
る
と
い
う
時
間
は
、
一
種

の
特
権
的
な
気
分
を
味
わ
う
世
界
だ
っ
た
。
鎌
倉
文
土
と
い

う
言
葉
も
今
や
死
語
に
近
く
、
鎌
倉
詣
で
を
す
る
文
芸
編
集

者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ぎ
り
ぎ
り
そ

ん
な
時
代
の
最
後
に
ぶ
ら
下
っ
た
私
の
頭
に
も
、
な
つ
か
し

い
記
憶
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
に
は
、
川
端
康
成
、
大
仏
次
郎
、
里
見
弾
、
今
日
出

海
、
小
林
秀
雄
、
永
井
龍
男
、
高
見
順
、
中
山
義
秀
、
小
島

政
二
郎
な
ど
の
作
家
が
い
て
、
文
芸
編
集
者
は
一
日
に
何
人

か
を
こ
な
し
て
東
京
へ
帰
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
私
は
、
一

九
六
九
年
に
発
行
し
た
文
芸
誌
「
海
』
の
編
集
部
に
在
籍
し

て
い
て
、
川
端
康
成
、
小
林
秀
雄
、
永
井
龍
男
氏
な
ど
の
お

宅
へ
う
か
が
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
中
山
義
秀
氏
や
北
鎌
倉
の

高
見
順
氏
の
家
へ
う
か
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
「
海
」

発
行
時
に
は
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。私

は
、
祖
父
（
村
松
梢
風
）
が
鎌
倉
文
士
の
一
人
と
し
て

に
し
み
か
ど

西
御
門
に
住
ん
で
い
て
、
夏
休
み
や
冬
休
み
は
そ
の
家
で
過

ご
し
た
か
ら
、
鎌
倉
に
対
す
る
憧
慢
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
逆
に
、
祖
父
と
つ
き
合
い
の
あ
っ
た
作
家
と

仕
事
を
す
る
の
は
、
あ
ま
り
い
さ
ぎ
よ
く
な
い
と
い
う
気
が

横
須
賀
線
の
賛
沢

村
松
友
覗
く
作
家
〉

図8１

絶
第
７
回

し
て
い
た
ｃ
し
か
し
、
あ
る
時
期
か
ら
そ
の
こ
だ
わ
り
が
雪

解
け
し
て
、
何
人
か
を
積
極
的
に
お
た
ず
ね
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。
川
端
康
成
、
小
林
秀
雄
、
永
井
龍
男
な
ど
の

顔
を
、
じ
か
に
見
定
め
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
。

鎌
倉
へ
行
く
横
須
賀
線
で
は
、
よ
く
他
社
の
編
集
者
と
一

緒
に
な
っ
た
。
き
ょ
う
は
ど
ち
ら
へ
？
な
ど
と
相
手
の
行

先
を
聞
き
、
そ
う
か
あ
そ
こ
は
あ
の
あ
た
り
を
マ
ー
ク
し
て

い
る
の
か
と
、
お
互
い
に
腹
を
探
り
合
う
の
も
な
か
な
か
の

気
分
だ
っ
た
。
駅
前
で
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
分
れ
て

目
的
の
作
家
の
お
宅
へ
の
道
を
た
ど
る
の
だ
が
、
門
の
前
ま

で
来
る
と
や
は
り
緊
張
し
た
。

鎌
倉
文
士
は
、
す
で
に
文
壇
の
最
長
老
で
あ
っ
て
、
概
し

て
い
か
め
し
く
気
む
ず
か
し
い
人
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
へ
い

か
に
入
り
込
む
か
が
や
り
甲
斐
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
平
た

く
言
え
ば
や
は
り
怖
い
存
在
な
の
だ
。
う
ま
く
話
が
弾
め
ば

し
め
た
も
の
だ
が
、
不
首
尾
の
と
き
は
落
ち
込
む
し
、
叱
ら

れ
た
り
し
た
帰
り
は
足
ど
り
が
重
く
な
る
。
私
は
、
文
士
の

家
に
生
れ
た
し
鎌
倉
に
も
馴
れ
て
い
た
が
、
読
者
の
立
場
か

ら
い
き
な
り
編
集
者
と
な
り
、
鎌
倉
文
士
の
担
当
に
な
っ
た

人
な
ど
の
緊
張
は
、
私
な
ど
か
ら
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
に
は
多
少
の
快
感
が
混
っ
て

カット／灘本唯人
題字／筆者
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い
る
。
ど
の
み
ち
好
き
な
文
学
の
道
へ
入
っ
た
人
た
ち
な

の
だ
か
ら
、
叱
ら
れ
る
の
も
ま
た
特
権
的
な
体
験
と
し
て

味
わ
う
と
い
う
わ
け
で
、
鎌
倉
文
士
と
対
面
し
て
い
る
と

き
の
文
芸
編
集
者
の
意
識
は
な
か
な
か
に
複
雑
な
の
だ
。

近
ご
ろ
の
よ
う
に
、
解
放
感
の
み
が
快
感
と
い
う
セ
ン
ス

が
横
行
し
て
く
る
と
、
あ
の
屈
折
し
た
快
感
が
や
け
に
な

つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
文
芸
編
集
者
は
充
実
感
や
疲
労
感
を
抱
い
て

鎌
倉
駅
へ
辿
り
着
く
。
横
須
賀
線
の
切
符
を
、
帰
り
だ
け

グ
リ
ー
ン
車
に
す
る
の
も
、
文
芸
編
集
者
独
特
の
感
覚
だ
。

ホ
ー
ム
の
売
店
で
ワ
ン
カ
ッ
プ
大
関
を
一
個
買
い
、
そ
れ

を
グ
リ
ー
ン
車
の
窓
の
脇
へ
乗
せ
て
発
車
を
待
つ
。
電
車

が
走
り
出
す
ま
で
ブ
タ
を
開
け
な
い
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
、

そ
こ
ま
で
気
持
ち
を
貯
め
て
お
く
の
だ
。

発
車
と
同
時
に
、
お
も
む
ろ
に
ブ
タ
を
あ
け
た
ワ
ン
ヵ

ッ
プ
大
関
を
、
鎌
倉
文
士
と
の
時
間
を
克
明
に
辿
り
つ
つ
、

ゆ
っ
く
り
と
口
へ
も
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
約
一
時
間
の

東
京
駅
ま
で
の
あ
い
だ
、
ち
び
り
、
ち
び
り
と
ケ
チ
く
さ

い
飲
み
方
を
す
る
。
こ
の
ケ
チ
臭
さ
が
文
芸
編
集
者
独
特

か
お

の
セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
。
鎌
倉
文
士
の
貌
、
声
、

言
葉
、
仕
種
、
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
酒
や
肴
、
奥
さ
ん
の

顔
、
声
、
気
遣
い
、
庭
の
け
し
き
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

文
士
の
奥
さ
ん
に
対
す
る
物
言
い
…
…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

こ
と
を
頭
に
よ
み
が
え
ら
せ
な
が
ら
、
一
時
間
か
け
て
ワ

ン
カ
ッ
プ
大
関
を
飲
む
…
…
こ
う
い
う
至
福
の
時
間
今
い

ず
こ
、
と
い
う
お
話
で
あ
り
ま
す
。

(1Ｍし

１
２９

１

〈
む
ら
ま
つ
．
と
も
み
〉
一
九
四
○
年
東
京
生
ま
れ
。
慶
応

義
塾
大
学
文
学
部
卒
。
六
三
年
中
央
公
論
社
に
入
社
。
「
小

説
中
央
公
論
」
「
婦
人
公
論
」
「
海
」
編
集
部
員
を
経
て
、

八
一
年
退
社
。
八
二
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
直
木
賞
受
賞
。

主
な
著
書
は
『
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
」
『
百
合
子
さ

ん
は
何
色
」
亨
ブ
サ
ン
物
語
」
『
流
氷
ま
で
』
な
ど
。
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〈
岩
波
ホ
ー
ル
総
支
配
人
・
神
戸
加
年
映
画
祭
実
行
委
員
長
〉

浅
井
高
野
さ
ん
と
い
え
ば
、
岩
波
ホ
ー
ル
と
切
っ
て
も
切
れ
ま

せ
ん
。
ご
苦
労
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
羨
ま
し
い
と
も
思
い
ま

す
。
大
学
で
南
博
先
生
（
社
会
心
理
学
）
の
も
と
で
映
画
を
勉
強

さ
れ
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
、
ず
っ
と
生
き
て
い
ま
す
か
ら
。

高
野
そ
う
で
す
ね
。
人
生
は
人
と
人
と
の
出
会
い
だ
な
っ
て
、

つ
く
づ
く
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
南
博
先
生
と
の
出
会
い
も
そ
う

高
野
悦
子

浅
井
信
雄

■
浅
井
信
雄
対
談
シ
リ
ー
ズ
〈
妬
〉

神
戸
伽
年
映
画
祭
で

神
戸
の
ま
ち
に
文
化
的
復
興
を

〈
ゲ
ス
ト
〉

〈
神
戸
市
外
国
語
大
学
教
授
〉

で
す
ね
。
戦
争
直
後
、
先
生
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
お
帰
り
に
な
っ
て
、

す
ぐ
教
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
的
な
と

申
し
上
げ
た
ら
い
い
の
か
、
抽
象
的
な
学
問
で
は
な
く
て
、
非
常

に
役
立
つ
学
問
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
研
究
が
映
両

が
当
た
る
か
当
た
ら
な
い
か
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
映
画
会
社
の
先
輩
の
方
々

( たかの．えつこ）1 9 2 9 年旧満州（現中国東北部）生まれ。
日本女子大学卒業。５３年東宝（株）入社。５８年パリ高等映画
学院監督科に留学、卒業。衣笠貞之助監督の助手、テレビドラ
マの脚本、演出を経て、６８年岩波ホール創立と同時に総支配人
に就任。神戸1 0 0 年映画祭実行委員長。著書に「シネマ人間紀
行」「私のシネマライフ」「黒龍江への旅」ほか。鋳

挿1 0剛鴫 3０
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灘識‘

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
高
野
さ
ん
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

高
野
映
画
誕
生
百
年
と
い
う
こ
と
と
、
映
画
に
よ
っ
て
神
戸
の

復
興
に
文
化
的
な
も
の
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
取
り
入
れ
る
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
を
抱
え
た
映
画
祭
で
す
か
ら
、
委
員
長
と
い
う

こ
と
で
す
ご
く
戸
惑
い
ま
し
た
．
し
か
し
、
神
戸
の
皆
様
が
総
力

を
あ
げ
て
な
さ
る
と
い
う
こ
と
で
。
し
か
も
、
顧
問
を
務
め
ら
れ

る
淀
川
長
治
先
生
に
は
学
生
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
回
神
戸
が
、
淀
川
先
生
の
故
郷
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
大
き

な
理
由
で
す
。

こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ク
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
私
が
還
暦
の
と
き
に
、

結
婚
も
し
な
い
で
仕
事
ば
か
り
し
て
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
、
友

人
た
ち
が
「
シ
ネ
マ
君
」
と
の
架
空
の
結
婚
式
を
挙
げ
て
く
れ
た

ん
で
す
。
私
が
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
登
場
し
、
シ
ネ
マ

君
代
理
を
淀
川
先
生
が
演
じ
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
先

生
は
突
然
「
皆
さ
ん
、
こ
れ
は
余
興
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
と
悦

子
さ
ん
は
も
う
随
分
永
い
関
係
で
、
四
〜
五
日
前
か
ら
『
も
う
本

当
の
こ
と
を
発
表
し
よ
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
…
」
と
お
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
よ
。
会
場
も
全
員
一
時
は
本
当
だ
ろ
う
と
、
私
も

何
が
起
こ
る
ん
だ
ろ
う
と
立
ち
す
く
ん
で
い
ま
す
と
ね
、
「
こ
れ

が
「
我
々
が
三
○
年
の
経
験
で
得
た
も
の
を
、
あ
な
た
は
二
年
で

身
に
付
け
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

浅
井
た
い
へ
ん
興
味
深
い
お
話
で
す
。
私
は
国
際
政
治
を
教
え

て
ま
す
が
、
学
問
の
た
め
の
学
問
、
と
い
う
教
え
方
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
か
つ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
世
界
を
飛
び
ま
わ
っ
て

き
た
私
は
、
ま
ず
現
実
の
国
際
政
治
が
ど
う
動
く
か
を
具
体
的
に

話
し
、
そ
の
上
で
理
論
的
に
総
括
す
る
や
り
方
が
好
き
で
す
。
南

先
生
の
や
り
方
に
共
感
し
ま
す
ね
。

高
野
基
本
的
に
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
理
論
を

教
え
て
、
そ
れ
を
各
メ
デ
ィ
ア
で
実
践
し
ろ
、
と
い
う
の
が
命
題

で
し
た
。
私
は
映
画
を
テ
ー
マ
に
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ

こ
で
、
作
り
手
（
製
作
者
）
、
送
り
内
容
（
映
画
）
、
受
け
手
（
観

客
）
と
い
う
三
者
の
関
係
を
勉
強
す
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
三
者
の

関
係
を
、
浅
草
、
新
宿
、
渋
谷
な
ど
の
劇
場
で
朝
か
ら
晩
ま
で
観

客
の
反
応
を
観
察
し
、
リ
サ
ー
チ
し
て
い
っ
た
の
で
す
．

☆
「
仮
の
夫
」
に
代
わ
っ
て
、
神
戸
伽
年
映
画
祭
実
行
委
員
長
に

浅
井
今
回
は
神
戸
皿
年
映
画
祭
の
実
行
委
員
長
を
な
さ
い
ま

麹誤翰議鍵塁
蝿３

( あさい．のぷお）1 9 3 5 年新潟県生まれ。東京外大卒。読売
新聞ワシントン支局長など海外勤務十年以上。米国ジョージ
タウン大客員研究員､ 三菱総合研究所客員研究員などを経て
8 7 年から現職。著書「アメリカ5 0 州を読む地図」「民族世界
地図」ほか。横浜市在住。

’

: 錨
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ｌ
蛇
ｌ

否
を
さ
せ
る
の
は
、
暴
力
、
戦
争
、
殺
人
、
な
ど
が
活
劇
と
し
て

面
白
く
扱
わ
れ
賛
美
さ
れ
て
い
る
映
画
で
す
。

浅
井
つ
ま
り
、
高
野
さ
ん
の
映
画
人
生
の
最
初
に
十
分
納
得
す

る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
も
ち
続
け
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

高
野
一
番
最
初
の
映
画
観
客
調
査
は
、
当
時
大
評
判
だ
っ
た

「
青
い
山
脈
」
で
、
新
宿
の
映
画
館
で
い
た
し
ま
し
た
。
館
内
の

も
の
す
ご
い
熱
気
に
は
び
っ
く
り
仰
天
し
ま
し
た
。
入
っ
て
来
る

と
き
と
出
て
行
く
と
き
の
お
客
様
の
顔
が
ま
る
で
違
う
ん
で
す

ね
。
「
青
い
山
脈
」
は
戦
後
の
民
主
主
義
の
理
想
像
を
描
い
た
も

の
で
し
た
。
私
自
身
も
こ
の
映
画
で
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

映
画
に
対
す
る
誇
り
を
も
っ
た
の
も
、
映
画
と
の
出
会
い
が
よ
か

っ
た
の
で
す
ね
。

か
ら
千
葉
の
小
さ
な
旅
館
で
、
二
人
で
お
風
呂
に
ち
や
ぶ
ち
や
ぶ

と
入
っ
て
、
そ
れ
か
ら
朝
起
き
た
ら
物
干
し
台
に
の
ぼ
っ
て
、
千

葉
の
海
を
眺
め
て
ク
ジ
ラ
が
来
る
か
ど
う
か
、
手
を
つ
な
い
で
見

よ
う
と
思
う
」
と
。
ち
ょ
う
ど
「
八
月
の
鯨
」
を
岩
波
ホ
ー
ル
で

上
映
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た
と
き
で
し
た
。
こ
こ
で
参
加
者
は
、

だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
拍
手
大
喝
采
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
「
仮
の
妻
」
で
す
。
「
仮
の
妻
」
と
し
て
し

ば
し
ば
先
生
か
ら
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回

「
仮
の
夫
」
に
代
わ
っ
て
委
員
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
、
と
て

も
光
栄
な
こ
と
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

浅
井
映
画
は
娯
楽
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
リ
ク
リ
エ
ー
ト
は
再
創
造
す
る
意
味
で
、
再
創
造
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
も
の
が
映
画
だ
と
。
神
戸
は
ま
さ
に
再
創
造

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
と
き
で
す
。
ま
た
、
高
野
さ
ん
は
映
画

を
社
会
福
祉
の
ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
勉
強
さ
れ
た
。
か
ら
だ
に
障

害
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
健
康
な
人
の
心
の
ケ
ア
も
社
会
福
祉

で
す
。
そ
れ
を
映
画
を
通
じ
て
、
と
い
う
こ
と
な
ら
、
神
戸
の
現

状
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
高
野
さ
ん
こ
そ
実
行
委
員
長
の
最
適
任
者

だ
と
思
い
ま
す
。

高
野
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
、
私
も
働
く
勇
気
が
沸
い
て
ま

い
り
ま
す
。
今
で
も
南
先
生
の
リ
ク
リ
エ
ー
ト
す
る
こ
と
、
映
画

が
福
祉
と
し
て
の
大
き
な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
、
一
生
私
の
頭

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

岩
波
ホ
ー
ル
の
上
映
作
品
を
選
択
す
る
と
き
に
、
常
に
私
に
拒

浅井信雄さん

浅
井
高
野
さ
ん
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
映
画
は
、
ア
ジ
ア
、
中

東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
の
も
の
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
ア
メ

リ
カ
映
画
は
あ
ま
り
見
当
り
ま
せ
ん
。
暴
力
的
な
活
劇
映
画
は
ア

メ
リ
カ
が
一
番
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

高
野
い
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ア
メ
リ
カ
映
両

も
好
き
で
す
か
ら
。
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の

大
会
社
は
各
々
の
配
給
組
織
を
直
接
日
本
に
持
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
強
大
な
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
が
や
っ
た
こ
と
は
、
落
ち
穂

拾
い
で
す
。
一
九
六
八
年
の
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
映
画
の
状

況
が
よ
く
な
く
な
っ
て
き
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
優
れ
た
作
品
を
上

映
し
て
い
た
Ａ
Ｔ
Ｇ
（
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
ギ
ル
ド
）
も
活
動
を
停

止
し
、
映
画
館
が
激
減
し
て
い
く
っ
て
、
年
間
の
総
動
員
人
数
も

十
三
億
の
ピ
ー
ク
か
ら
一
億
五
、
六
千
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
と
き
に
、
岩
波
ホ
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昔
な
ら
ば
当

然
上
映
さ
れ
て
い
た
映
画
、
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
映
画
の
代
表
的
な

監
督
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
や
フ
ェ
リ
ー
ニ
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
ル

ノ
ワ
ー
ル
、
ク
レ
ー
ル
、
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
と
い
わ
れ
た
ト
リ
フ

ォ
ー
と
か
ア
ラ
ン
・
レ
ネ
と
い
う
ス
タ
ー
監
督
の
作
品
も
日
本
で

☆
世
界
的
名
作
を
落
ち
穂
拾
い
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識
癖鋳鶴謹翰雲 日

の
目
を
見
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

私
が
拾
っ
て
歩
い
た
映
画
は
マ
イ
ナ
ー
な
映
画
で
は
な
く
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
が
直
接
配
給
す
る
以
外
の
世
界
的
な
名
作
だ
っ
た
ん
で

す
。で

す
が
、
誰
も
上
映
し
な
い
も
の
を
と
い
っ
て
る
う
ち
に
、
ど

ん
ど
ん
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
東
欧
諸
国
と

拡
が
っ
て
い
き
ま
し
て
ね
。

浅
井
ま
す
ま
す
、
落
ち
穂
拾
い
で
す
ね
。

高
野
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ま
で
拡

が
っ
て
、
結
果
的
に
は
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
で
も
、
マ
イ
ナ
ー
な
映
画
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
は
世
界
最

大
の
映
画
大
国
で
す
が
、
意
外
に
日
本
人
は
知
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

イ
ン
ド
に
二
年
間
、
エ
ジ
プ
ト
に
も
三
年
ほ
ど
居
ま
し
た
。
イ
ン

ド
の
「
大
地
の
う
た
」
や
エ
ジ
プ
ト
の
「
王
家
の
谷
」
「
ナ
イ
ル

の
ほ
と
り
の
物
語
」
を
上
映
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
は
、
実
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。

高
野
メ
ジ
ャ
ー
、
マ
イ
ナ
ー
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
で
す
が
、

岩
波
ホ
ー
ル
自
体
は
マ
ィ
ナ
ー
な
ん
で
す
ね
。
二
二
○
人
し
か
入

ら
な
い
か
ら
、
小
さ
な
ホ
ー
ル
な
ん
で
す
が
、
上
映
し
て
い
る
映

画
は
実
は
大
き
な
映
画
な
ん
で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
映
画
を
上
映
す

る
と
皆
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ー
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
何
億
人
も
の
ア

フ
リ
カ
の
人
が
見
た
と
い
う
映
画
だ
っ
た
り
す
る
。
ア
メ
リ
カ
映

画
の
観
客
総
動
員
数
よ
り
多
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
。

岩
波
ホ
ー
ル
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
思
え
ば
信
じ
ら
れ

Z.＄

な
い
よ
う
な
冒
険
を
し
て
き
ま
し
た
ね
。

☆
一
○
○
回
見
て
も
新
し
い
発
見
の
あ
る
映
画
を
上
映

高野悦子さん

報

質叫総

浅
井
テ
レ
ビ
の
番
組
が
人
気
を
得
て
視
聴
率
が
高
く
な
っ
て
く

る
と
、
冒
険
が
で
き
な
く
な
る
。
例
え
ば
神
戸
に
サ
ン
テ
レ
ビ
と

い
う
地
元
の
テ
レ
ビ
局
が
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
意
欲
的
な
番
組

を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
か
ら
思
い
切
っ
て
や
れ
る
と

か
、
理
想
を
実
現
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

高
野
ホ
ー
ル
開
き
の
と
き
に
野
上
弥
生
子
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
お
言
葉
も
、
私
に
は
す
ご
い
ヒ
ン
ト
で
、
「
ひ
と
り
の
心
を
打

た
な
く
て
、
何
で
万
人
の
心
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
」
。

私
は
い
つ
も
映
画
は
一
○
○
万
人
、
テ
レ
ビ
は
一
○
○
○
万
人
単

位
で
考
え
て
い
て
、
お
客
様
は
真
っ
白
で
顔
が
な
か
っ
た
。
そ
の

と
き
、
初
め
て
ひ
と
り
の
心
を
打
つ
こ
と
の
難
し
さ
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
今
で
は
自
分
が
本
当
に
惚
れ
込
ん
だ
作
品
、
こ
の
映
画

の
上
映
中
に
、
死
ん
で
も
い
い
と
納
得
で
き
る
映
何
を
選
ぶ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

浅
井
岩
波
ホ
ー
ル
の
映
写
技
師
の
方
が
、
一
○
○
回
見
て
も
新

し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
な
映
両
を
選
ん
で
く
れ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

と
か
。
こ
れ
も
い
い
言
葉
で
す
ね
。

高
野
若
い
こ
ろ
私
は
、
衣
笠
貞
之
助
監
督
や
五
所
平
之
助
監
督

に
、
「
い
い
映
画
を
何
回
も
見
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

手
本
も
先
生
も
い
な
い
大
昔
、
パ
イ
オ
ニ
ア
の
監
督
た
ち
は
外
国

の
い
い
映
画
を
何
十
Ｍ
も
見
て
、
演
出
の
勉
強
を
な
さ
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
私
も
、
映
写
の
科
者
た
ち
に
「
漫
画
を
読
ん

だ
り
、
居
眠
り
し
た
り
し
て
ち
ゃ
駄
目
よ
・
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
か

ら
、
よ
く
映
画
を
兇
て
勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
ち
ゃ
ん
と
実
行
し
て
、
例
え
ば
弓
大
地
の
う
た
』
や
『
大

い
な
る
幻
影
』
は
一
○
○
回
見
て
も
発
見
が
あ
る
。
そ
ん
な
映
画

が
上
映
し
た
い
」
と
意
見
を
言
う
の
で
す
。
私
は
上
映
作
品
を
五

回
か
一
○
岡
ぐ
ら
い
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
一
○
○
回
と
言

わ
れ
る
と
返
す
言
染
が
な
い
。
や
っ
ぱ
り
現
場
の
若
昔
の
意
見
を

聞
く
こ
と
は
大
切
で
す
。
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ぱ
せ
る
方
法
を
研
究
し
尽
く
し
た
も
の
が
ハ
リ
ウ
ッ
Ｗ
‐
映
画
で
、

そ
れ
を
作
っ
て
い
る
人
は
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
才
能
で
す

ね
。
そ
れ
は
、
戦
場
に
な
ら
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
だ
か
ら
で
き
る

ん
で
す
。
ド
ル
の
力
も
あ
り
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
配

給
網
な
ん
で
す
。
流
通
と
い
う
も
の
を
完
全
に
世
界
制
覇
し
た
の

が
、
ア
メ
リ
カ
な
ん
で
す
ね
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
後
、

東
欧
諸
国
が
資
本
主
義
社
会
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
外
貨
が
な
か

っ
た
。
一
番
最
初
に
ア
メ
リ
カ
が
し
た
こ
と
は
、
映
画
館
を
買
収

す
る
だ
っ
た
。
東
欧
諸
国
は
外
貨
を
得
る
た
め
に
大
喜
び
で
映
画

館
を
売
っ
た
ん
で
す
ね
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
は
、
気
が
つ
く
と
九

五
％
が
ア
メ
リ
カ
資
本
の
映
画
館
だ
っ
た
。
そ
こ
で
上
映
す
る
の

が
ア
メ
リ
カ
映
画
で
、
自
国
の
映
画
を
作
っ
て
も
上
映
す
る
と
こ

ろ
が
無
く
な
っ
た
ん
で
す
。
敗
戦
後
の
日
本
は
松
竹
、
東
宝
、
東

映
、
な
ど
の
大
映
画
会
社
は
直
営
館
を
も
っ
て
い
て
、
製
作
、
配

給
、
興
行
を
独
占
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
映
画
を
大
量
生
産

し
て
、
日
本
映
画
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
。
映
画
製
作
が
分
の
悪

い
産
業
に
な
っ
た
と
き
、
映
画
館
は
七
○
○
○
館
か
ら
二
○
○
○

館
に
激
減
し
、
残
っ
た
映
画
館
は
商
売
の
し
や
す
い
ア
メ
リ
カ
映

画
の
上
映
に
集
中
し
た
と
い
う
の
が
現
在
の
日
本
で
す
。
日
本
で

は
ま
だ
映
画
館
は
日
本
資
本
の
配
下
で
す
。
だ
か
ら
最
近
ア
メ
リ

カ
は
直
営
館
を
建
設
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
と
い
う
小
さ
な
館
が
一
つ
の
ビ
ル
の
中
に
い
く
つ
も
あ
る
と

い
う
形
で
す
。
神
戸
、
高
岡
が
成
功
し
、
福
岡
、
金
沢
と
作
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
系
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
映
画
館
が
こ
れ
か
ら
全
国
的
に
相
当
で
き
ま
す
が
、

日
本
の
独
立
プ
ロ
が
一
生
懸
命
作
っ
た
地
味
な
映
画
は
上
映
す
る

と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
状
況
は
少
し
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
ア
メ
リ
カ
は
流
通
網
を
独
占
し
、
そ
こ
へ
誰
で
も
わ
か
る
楽

し
い
映
画
を
流
し
て
い
く
こ
と
で
世
界
を
制
覇
し
て
い
る
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
黄
金
時
代
と
い
わ
れ
た
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
映
画

は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
の
観
客
の
た
め
に
作
っ
て
い
た
。
今
は
広
く

世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
考
え
て
い
る
の
で
、
わ
か
り
や
す
い
Ｓ
Ｆ

Ｘ
や
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
、
ど
ん
ど
ん
ゲ
ー
ム
的
な
も
の
に
な
っ

浅
井
日
本
映
画
に
元
気
が
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

高
野
映
画
は
テ
レ
ビ
と
の
戦
い
の
な
か
で
、
産
業
と
し
て
元
気

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
家
個
人
に
つ
い
て
は
、
希
望
を
も
っ
て
い

ま
す
。
今
や
、
映
画
製
作
は
大
変
な
博
打
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

製
作
費
が
か
か
り
ま
す
。
独
立
プ
ロ
の
低
予
算
の
作
品
で
も
、
軽

く
一
億
円
を
超
え
ま
す
。
か
つ
て
は
大
映
画
会
社
が
た
く
さ
ん
の

日
本
映
画
を
作
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
リ
ス
ク
を
負
わ
な
い

で
ア
メ
リ
カ
映
画
の
興
行
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
監
督
だ
け

で
は
な
く
ス
タ
ー
も
、
照
明
、
カ
メ
ラ
、
大
道
具
、
小
道
具
な
ど

ス
タ
ッ
フ
も
映
画
会
社
の
中
で
育
っ
て
き
た
。
今
は
そ
れ
を
誰
も

育
て
な
い
ん
で
す
。
外
国
と
違
っ
て
日
本
の
国
は
文
化
政
策
と
し

て
映
画
に
何
に
も
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
で
す
か
ら
元
気

が
で
る
は
ず
が
な
い
。
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
経
済
的
な
文
化
的

な
政
治
的
な
状
況
が
、
戦
後
五
○
年
間
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
儲
け

る
こ
と
の
み
に
、
全
て
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

浅
井
ア
メ
リ
カ
で
は
身
障
者
の
問
題
な
ど
重
い
テ
ー
マ
の
映
画

が
作
ら
れ
て
、
世
界
に
配
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
そ

れ
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
日
本
で
は
単
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
的
に
世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
普
遍
的

な
映
画
が
作
ら
れ
に
く
い
理
由
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

高
野
日
本
国
内
で
日
本
の
映
画
の
シ
ェ
ア
は
常
に
六
○
％
以
上

だ
っ
た
の
が
、
こ
こ
二
〜
三
年
で
逆
転
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
六

五
％
、
日
本
は
三
五
％
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状

況
は
も
っ
と
ひ
ど
く
、
ド
イ
ツ
映
画
で
も
十
五
％
に
な
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
第
一
次
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
漁
夫
の
利
を
得
た
ん

で
す
ね
。
一
九
三
○
年
代
は
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
方
が
世
界
的
に

シ
ェ
ア
が
多
か
っ
た
と
い
う
ん
で
す
か
ら
。
か
つ
て
強
力
に
映
画

を
作
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
戦
争
の
た
め
に
壊
滅
し
て
、

い
ろ
ん
な
優
れ
た
作
家
が
ア
メ
リ
カ
に
逃
げ
て
行
っ
て
し
ま
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
世
界
中
の
国
の
人
が
住
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
通
用
す
る
映
画
は
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
ヒ
ッ
ト
ホ
る
作
品
は
当
然
、

世
界
で
も
通
用
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
世
界
中
の
観
客
を
喜

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
後
に
映
画
「
鉄
砲
物
語
」
に
な
る
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
一
九
六
五
年
、
今
度
は
「
鉄
砲
物
語
」
の
た
め
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
に
ロ
ケ
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
一
年
二
カ
月

滞
在
し
ま
し
た
。
も
し
、
最
初
の
訪
問
の
と
き
太
陽
が
さ
ん
さ
ん

と
照
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
鰯
の
塩
焼
き
が
あ
ん
な
に
お
い
し
く

な
か
っ
た
ら
と
か
、
何
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
の
か
理
由
は
な
い
ん
で

す
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
。
い
ま
だ
に
日
本
ポ

ル
ト
ガ
ル
協
会
常
任
理
事
と
し
て
深
い
つ
な
が
り
が
続
い
て
い
る
ん

で
す
。

浅
井
一
九
六
○
年
代
と
い
う
と
ま
だ
独
裁
政
治
の
時
代
で
す
。

あ
の
国
で
映
画
を
自
由
に
作
れ
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
ん
で
し

ょ
う
か
。

高
野
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
友
だ
ち
に
言
わ
せ
る
と
、
当
時
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
は
非
常
に
遅
れ
た
国
で
、
映
画
は
芸
術
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
映
画
の
影
響
力
を
政
府
は
何
に
も
考
え
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
後
に
大
統
領
に
な
る
マ
リ
オ
・
ソ
ワ
レ
ス
氏
は

反
政
府
運
動
の
か
ど
で
投
獄
さ
れ
て
い
た
。
夫
人
の
マ
リ
ア
・
バ

ロ
ー
ゾ
さ
ん
は
有
名
な
舞
台
女
優
。
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
。
政
府
は
舞
台
は
駄
目
だ
が
、
映
画
ご
と
き
は

い
い
だ
ろ
う
と
許
可
し
た
ん
で
す
ね
。
ふ
ら
っ
と
出
掛
け
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
で
一
九
六
○
年
初
頭
に
お
会
い
し
た
の
が
、
フ
ァ
ド
の
女

王
ア
マ
リ
ァ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん
や
、
大
統
領
夫
人
に
な
ら
れ
た

マ
リ
ア
・
バ
ロ
ー
ゾ
さ
ん
で
し
た
。
七
四
年
、
花
の
革
命
が
起
き

て
独
裁
政
権
が
倒
れ
、
世
の
中
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
し
た
ら
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
方
が
重
要
な
人
物
と
し
て
登
場

な
さ
っ
て
ね
。

浅
井
七
九
年
に
管
理
内
閣
の
首
相
を
つ
と
め
た
マ
リ
ア
・
ピ
ン

タ
シ
ル
ゴ
さ
ん
と
、
岩
波
書
店
の
雑
誌
「
世
界
」
で
対
談
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
、
七
四
年
の
革
命
後
の
自
由
化
と
民
主
化

を
、
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
由
の
な
い
そ
れ

以
前
の
あ
の
国
で
、
高
野
さ
ん
が
映
画
活
動
を
な
ぜ
で
き
た
の
か

不
思
議
だ
っ
た
ん
で
す
。
最
後
に
神
戸
血
年
映
画
祭
の
成
功
を
お

祈
り
し
ま
す
。
（
八
月
一
一
六
日
、
東
京
・
神
田
の
岩
波
ホ
ー
ル
で
）

浅
井
個
人
的
に
も
興
味
が
あ
る
ん
で
す
が
、
高
野
さ
ん
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
政
府
か
ら
賞
を
い
た
だ
い
て
ま
す
ね
。
他
の
賞
に
つ
い
て

は
想
像
が
つ
き
ま
す
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
高
野
さ
ん
の
つ
な
が
り

が
ど
う
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

高
野
人
と
人
と
の
出
会
い
も
偶
然
な
要
素
が
あ
り
、
不
思
議
だ

な
と
思
う
ん
で
す
が
、
国
と
の
出
会
い
も
同
じ
な
ん
で
す
ね
。
中

国
は
父
と
母
が
選
ん
だ
国
で
、
私
は
そ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、

肉
親
み
た
い
な
も
の
で
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
映
画

の
勉
強
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
私
が
選
ん
だ
の
で
恋
人
の
よ
う
な
国

で
す
ね
。
じ
ゃ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
と
い
う
と
、
偶
然
出
会
っ
て
親

友
に
な
っ
た
国
な
ん
で
す
ね
。
一
九
六
○
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー

ブ
ル
で
仕
事
を
し
て
い
た
私
の
姉
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ビ
ス
タ
・

ア
レ
グ
レ
と
い
う
有
名
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
会
社
の
社
長
さ
ん
に
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
姉
が
ち
ょ
う
ど
コ
ン
ク
ー
ル
で
忙
し
か
っ
た
の

で
、
私
が
姉
の
代
わ
り
に
二
週
間
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
行
っ
た
ん
で

す
ね
。
そ
し
て
、
す
っ
か
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

一
九
六
三
年
「
巴
里
に
死
す
」
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
た
め
に
パ
リ

☆
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
「
親
友
」

て
い
ま
す
。

に
ロ
ケ
に
行
き
ま
し
た
が
、

持
っ
て
い
っ
た
十
六
ミ
リ
の

生
フ
ィ
ル
ム
が
た
く
さ
ん
余

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
天

気
の
い
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
を

急
に
思
い
出
し
た
ん
で
す
。

私
が
留
学
し
て
い
た
フ
ラ
ン

ス
の
映
画
大
学
イ
デ
ッ
ク
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
同
窓
生
が
七

人
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
書
き
送
っ
て
ロ

ケ
撮
影
を
頼
ん
で
帰
っ
て
き

１
３５
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